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中学校生徒の家庭における食環境の実態（第１報）

森山克子＊

ASurveyofHousholdDietaryEnvironmentforJuniorHighSchoolStudents（No.1）

ＫａｔｓｕｋｏＭＯＲＩＹＡＭＡ

要旨 と答えた生徒は38％であった。

８）祖母との関係は同居が18.6％で、非同居が

81.4％であった。「非同居で近隣にいる」が

４２２％で、６０８％の生徒が祖母と同居または、

近隣在住であった。

学校給食から沖縄の食文化継承をめざすことを

目的として中学校生徒における家庭の食環境を明

らかにする質問紙調査を行った。対象者は、Ｎ市

のＫ中学校の中学生１．２年生男女262名にアン

ケートを依頼し237名の回答を得た。回収率は

90.5％であった。本報では食環境を家族構成、主

な食事の担い手、食事の担い手の年代、食事の担

い手の就業状況、仏壇の有無、近隣に祖母在住の

有無等を調査した。これらの調査の結果、次のこ

とが明らかになった。

１）核家族が79％、拡大家族が21％で同居する人

数は平均４９人であった。この数値はＮ市の

１世帯あたりの人員2.51人に比べ著しく多かっ

た。

２）同居者の構成は、母親が915％、姉弟が88.9

％、父親73.4％、祖母が18.8％の順であった。

ほとんどが母親や姉弟と同居であったが４人

に１人は父親不在であった。

３）主な食事の担い手は母のみが71.3％、祖母の

みが9.3％、父と母が6.3％であった。

４）生徒と同居で食事を担っているのは、母親が

９４０％、祖母が75％、父親が13.8％であり、

ほとんどの中学校生徒の食生活は母親と祖母

により担われていた。

５）食事の担い手の年代は、３０代が37％、４０代が

２９％、５０代が29％であった。

６）食事の担い手で有職者は747％、無職が２４９

％人、終日勤務が456％、パート勤務が22.8

％であった。

７）仏壇の有無は、仏壇がある生徒は62％、ない

１背景と目的

平成17年６月食青基本法が制定され、国や地

方公共団体、関係団体等が連携し、国民運動と

して食育を推進することになった。

同法で「食育」とは生きる上での基本であっ

て知育、徳育、体育の基礎となるべきもので、

さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と

｢食」を選択する力を習得し、健全な食生活を

実践することができる人間を育てることと定義

された。

「食育」という言葉の概念は、単なる食生活

の改善だけでなく食を通じたコミュニケーショ

ンやマナー、自然の恩恵に対する感謝の念と理

解、優れた食文化の継承など、広範な内容が含

まれている'１。

食育の推進が求められている背景には、「食」

を大切にする心の欠如、栄養バランスの偏った

食事や不規則な食事の増加、肥満や生活習慣病

(糖尿病等）の増加、過度の痩身志向、「食」の

安全上の問題の発生、「食」の海外への依存そ

して伝統ある食文化の喪失等がある2)。

1995年、沖縄県は「長寿世界一地域」を宣言

したが、2000年厚生労働省は、沖縄県の女`性の

全国一位は揺るぎないものの、男性は二十六位

になったことを発表した3)。地元では「26ショッ
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ク｣として受け止められ深刻な問題となった●日｡

鈴木は､その要因として､若い人のライフスタ

イルや食生活の変化が寿命の短くなったことの

原因だとし､今まで野菜をふんだんに摂取して

いた沖縄の伝統食とは異なり､中年以下の世代

はファース トフー ド等の肉や脂肪分を多量に摂

取している傾向があると指摘しているsJ｡また､

2007年12月厚生労働省は2005年都道府県別平均

寿命を公表した｡沖縄の女性は平均寿命86.88

歳で七回連続全国首位を維持した｡男性は78.64

歳で2000年の前回の26位 (77.64歳)から25位

とわずかに順位を上げた｡tHこれまでの沖縄の

長寿を支えてきたのは､伝統的な食文化を日常

的に実践している高齢者であり､中年以下の世

代では､洋風化が急速に進み伝統的な食生活は

徐々に崩れていると考えられている｡

子どもにおいては､生活習慣病の誘因である

肥満傾向 (ロ-レル指数160以上)は､｢沖縄県

学校保健統計調査 (平成10-15年度)｣による

と男子の場合入学年度別に比較すると平成元年

より平成10年度入学の子どもの占める割合が高

<､年々肥満傾向の児童生徒が増えているB女

子の場合は､年齢を追う毎に肥満傾向児の占め

る割合が増加する傾向にあるい｡

著者は､沖縄県教育委員会で学校給食 ･食青

を担当する主任技師として県内各地の学校給食

の視察､指導した経験を有する｡本県の子ども

は､都市地区､離島地区を問わず､野菜をふん

だんに使用する沖縄の郷土料理は残量が多く､

洋風や肉類等脂肪分が多い献立は､残量が少な

い傾向があることを実感していた｡肥満や生活

習慣病の予防のため子どもに日本型食生活を子

どもの頃から刷り込むことは大切であると考え

る｡年間200日ある学校給食は､子どもの生涯

にわたる健康づくりや食文化の継承の大切な学

習時間である｡また､長寿県復活のため学校給

食において郷土料理や食文化を伝承し継承する

ことは､非常に重要であると考える｡

そこで著者は､中学校生徒の望ましい食習慣

の形成､自己管理能力育成をめざすとともに､

学校給食から優れた沖縄の食文化継承の方策を

提言する基礎資料を得ることを目的として中学

校生徒､その親､祖父母を対象にその食生活に

関して沖純本島の教育行政地区別に調査を行っ

た｡本報では､家庭における食環境について那

覇地区K中学校生徒を対象に調査した結果をま

とめたのでその実態を報告する｡

2 方法

2006年1月に 那覇地区A中学校1年生 (罪

子51名､女子64名)､2年生 (男子65名､女子8

2名)計262名全員を対象に質問紙 (無記名式)

を学級活動の時間等に配布､回収し分析を行っ

た｡質問内容については協力校の管理者に事前

に説明してその承諾を受けた｡また､対象者の

保護者に対しては紙面にて調査のE=Yl]､内容等

を示して配布し協力を求めたo以上のような経

緯を経て回収した質問紙の回収率は､90.5%

(237名)であった｡沖縄の食文化継承の方策を

探る研究であるため､中学校生徒の家庭におけ

る食環境を本調査では､家族数､家族構成､現

在の同居者､主な食事の担い手､食事の担い手

の年代､仏壇の有無､近隣に祖母在住等の有無

とした｡

3 結果

吊 中学校生徒の家庭における食環境について

① 家族構成人員

K中学校の学生が同居する構成人員は､

2人～11名であり平均4.9名,標準偏差1.3

64であった｡平成17年度国勢調査によると

N市の1世帯あたりの人員は､2.51人であっ

た｡N市の平均家庭と比べると2.39ポイン

ト高く子どもの数が多い｡(図 1)
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②家族構成（核家族と拡大家族の比率）

ひとり親(片親)と子、夫婦と子の単独家

族で生活している核家族(２世代同居)が、

７９％で､祖父母､叔母､叔父等の拡大家族(三

世代同居)の割合は、２１％であった。（図２）
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図４中学校生徒の主な食事の担い手

⑤食事の担い手の数とその内訳

食事の担い手は827％（196名）が母、

祖母、父の単独で担われていた。２名が１６

％（36名)、３名以上が0.8％（２名）であっ

た。家族が分担して食生活が営まれる環境

ではないことが明らかになった。また少数

であるが、兄姉のみ（３名237名中1.3％）

が食事の担い手である結果も出た。子食

（子どもだけの食卓）が推察できる。食育

の上からも課題が浮き彫りなった。（表１）

図２中学校生徒の同居する世代（ｎ＝237）

③中学校生徒の同居者

同居者については、母親で916％、次い

で兄姉が869％、父が7ａ4％、祖母が18.6

％、祖父122％、その他6.8％であった。

その他は叔父、叔母等であった。おおよそ

４人に１人は父親が不在であり５人に１人

は祖母が同居していた。中学校生徒の９割

は母親と同居していた。（図３）
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表１食事の担い手の数とその内訳

叔父叔母等

祖父

祖母

父

兄弟

母

食事の

担い手数
１名 ２名 ３名以上 不明

ｕｌ１ａ６１１
7３．４

琿RIll

ケース数
(237名中）

１９６

(８２７％）

３６

(１６％）

２

(０８％）

３

(1.2％）
Ｕ８６．９

'’

|聯1191.6
ジ、ノ’〆＿〆、ァ

内訳 父と母１５ 父母と自分］母のみ１６９0.0２００４００60.080.0100-0

母と祖母１１ 父母と兄姉１祖母のみ２２
図３中学校生徒の同居者

母とlili4父のみ５

兄と姉３
④主な食事の担い手について

生徒の主な食事の担い手は、母のみが1６

９名（237名中713％)、祖母のみが22名（２

３７名中9.3％）母と父が15名（237名中6.3

％)、母と祖母:が11名（237名中４６％）父

のみが５名（237名中21％）の順であった。

この結果から中学校生徒の食に関しては、

主に母親と祖母が担っていることがわかっ

た。父のみが５名（237名中2.1％）であっ

た。（図４）

父と祖母２

母と自分１
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に父親と祖母）について

回答者全員の73.4％が父親と同居してい

るが、父親で食事の担い手として中学校生

徒の食生活に係わっているのは、10.1％で

あり、同居して食事の担い手となっている
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表２食事の担い手と同居者

同居者 食事の担い手 食事の担い手

／同居者％
生徒との続柄

ｎ数’237名中％’ｎ数’237名中％

父 174 73.4 2２ 9.3 12.6

85.2 93.1母 91.6 202217

兄弟姉妹 206 86.9 1０ ４２ ４９

祖父 2９ 1２２ 0 ０ ９

祖母： 18.6 3５ 1４８ 79.64４

叔母等その他 1６ 6.8 ３ 1.3 18.8

⑧食事の担い手の年代

中学校生徒の食事の担い手は、、＝139

人中20代が３％、３０代が37％、４０代が29％、

５０代が29％、その他が2％であった。３０代

～50代の働き盛りが中学校生徒の食生活を

担っていた。（図５）

のは、13.8％であった。

同居している母親の94.0％は、中学校生

徒の食事を担当している。祖母が食事の担

い手として中学校生徒の食生活に係わって

いるのは13.9％であるが、同居して食の担

い手となっているのは75％であった。祖母

は、同居している場合高率で中学校生の主

な食事の担い手としてその役割を担ってい

ることが明らかになった。拡大家族等で祖

母が同居の場合、就業している父母の代わ

り家族の食生活を担っているであろうこと

が考えられる。（表２）

■その■２０代

代
％

1

410代

２９９６

食事を作る人はｲ可歳ですか（、＝=139）

⑦食事の担い手の就業状況

食事の担い手の就業形態は、有職者が

７４７％、無職者が24.9％である。（表３）

終日勤務は45.6％、パート勤務は22.8％で

あった。（表４）

図'５

⑨祖母との関係について

郷土の食文化継承に影響があると思われ

る祖母との関係は、同居が186％（44人）

で、非同居が81.4％(192人)であった。非

同居であるが自宅の近くに祖母が住んでい

るが、＝237人中42.2％（100人）で、祖母

が近隣に不在が35.0％（83人）であった。

表３食事の担い手の就業の有無

就業の有無 ｎ数 237名中％

有 1７７ 7４７

血圧
」､､､ 5９ 24.9

無回答 1 0-4

祖母

同居
１９％表４食事の担い手の就業状態

就業形態 、数 237名中％

終日勤務 1０８ 45.6 田祖母
近隣

不在
３５％

パート勤務 5４ 22.8

無回答 1５ 0.3

図６中学校生徒と祖母との関係（、＝237）
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食事の担い手

ｎ数 237名中％

食事の担い手

／同居者％

父 174 73.4 2２ 9.3 12.6

母： 217 9１ 202 85.2 9３

兄弟姉妹 206 8６ 4.2

祖父 2９ 1２

祖母 “ 1８ 1４８ 7９

叔母等その`他 1６ 1.3 :８

就業の有 、数 237名1,J％

周 ﾕ7７ 74.7

４圧 5９ 24.9

無[IIl答 0.4

就業形態 ｎ数 237名Ijl％

Ｈ勤務 108 4tj､６

パート勤務 5４ 22.8

無、答 1ｂ 0３
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祖母の同居または、自宅の近くに住んでい

るのを合わせると全体の61％であった。中

学校生徒の半数以上は、祖母と交流で祖母

から郷土の食文化についてなんらかの影響

を受けていると考えられる。（図６）

表５給食が好きな理由

人数’％好きな理由

栄養バランスがよい 3６１１８．０

安全、安心である 2３１１１５

みんなと一緒にたべる 5５１２７．５

好きな献立がある 5０１２５．０
⑩仏壇の有無

中学校生徒の家庭に、仏壇がある生徒は

６２％、ないと答えた生徒は38％であった。

（図７）

食について学べる ４１２．０

家では出ない料理がでる 2９１１４．５

委員会活動が楽しい ３１１５
１’一一一口 2001100.0

、Ｌ
え
畷

‐
し

考察とまとめ
■はい

６２％

食事の担い手は、母親や祖母が単独で担ってい

ることが明らかになった。特に、同居している母

親と祖母が中学校生徒の食事の担い手として高率

であるので、母親と祖母の食意識や食行動は、中

学校生徒の食生活に影響を与えていると考えられ

る。

父親は同居しても食事の担い手として生徒の食

生活に関与することがほどんどないことが浮き彫

りになった。また、食事の担い手の74.7％が有職

者で終日勤務が456％、パート勤務は22.8％であっ

た。

今回の結果から次の３つのアプローチで学校給

食から食育を推進することが大切であると考える。

1つは、食の担い手である母親や祖母に向け食

育を推進する。特に母や祖母には、「食」と健康

についての情報や成長期の食事の大切さ伝えるこ

とが重要であると考える。例えば、沖縄では、病

人用の滋養食としてシンジ（煎じ汁）を作る風習

がある7)ので、かぜが蔓延する時期には授業参

観日にミニ健康展等でシンジムン０１派レバーの入っ

た煎じ汁）の実物展示をする。家族の体調に合っ

た食に関する情報を提供することが必要である。

また、伝統食を継承してゆくために郷土料理の

得意な祖母を講師とした料理教室を開催すること

等が考えられる。

２つめは、父親に向けに食育を推進する。生徒

が望ましい食習慣を形成し食の自己管理能力を育

成するためには、食生活の基礎となる家庭での食

図７あなたの家に仏壇がありますか（、＝235）

(2)中学校生徒の学校給食について

①学校給食が好きですかの問に対して好き

が41％、どちらでもないが52％、嫌いが７

％であった。（図８）

嫌い

食
き
胎

給
好
如

■

52％

図８給食が好きです力､

②好きな理由は、みんなと一緒にたべるが

27.5％、好きな献立があるが25.0％、栄養

バランスがよいが18.0％であった。家では

出ない料理がでるが14.5％であった｡(表５）

－２０５－

好きなJ[11｢ｈ 人数 ％

栄養バランスがよい 3６ :８．０

安全、安心である ﾕ1.5

みんなと一緒にたべる 5５ 2７

好きな献立がある 5０ 25.(）

食について学べる 2.0

家では(Ｅない料理がでる 2９ 14.5

委員会活動が楽しい １５

計 2()０ 1()0.0
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沖縄の伝統食は、祖先を祭る行事を中心に伝え

られているので祖先を祭っている仏壇の有無は、

中学校生徒の郷土料理に関する食生活に影響があ

るという可能性が考えられる。

今後、中学校生徒の食生活を改善し食文化を継

承していくためには、生徒自身が健全な食生活を

実践することができるよう食育を充実するととも

に、生徒を囲む食環境の実態を踏まえ、食の担い

手を支援する食育や担い手拡充のための食育を検

討していく必要があると思われる。

環境の影響は大きいと考えられる。また、家庭が

よりよい食生活の実践の場として機能するために

食事の担い手の拡充が必要と考える。今回、父親

の食生活への関与が薄いことも明らかになった。

父親が食に関して興味関心を広げる手だてが必要

と考える。例えば、学校には父親の会があるので

その会と連携をとって「お父さんの料理教室」な

ど父親が家庭の一員として食育に係わっていける

プラン等が実践できると考える。

３つめは、共稼ぎを意識した食育を推進する。

主な食事の担い手が７割が有職であり、約５割の

担い手は終日勤務である。例えば、学校給食だよ

りに簡単で栄養バランスのとれた朝食や郷土料理

を学校給食の献立から'情報を提供すること等が考

えられる。また、土曜日の午後などＰＴＡ活動等

で親子クッキングの実施により有職者の母親への

働きかけが望まれる。

学校給食については、好きが41％、どちらでも

ないが52％、嫌いが７％であった。好きとどちら

でもないを合わせると93％であり嫌いがわずか７

％であるので中学生への学校給食からのアプロー

チは教育的効果が期待できると考えられる。

祖母と同居については、「同居している」と

｢非同居で近隣にいる」をあわせると61％であっ

た。沖縄の伝統的な郷土料理は、これまで祖母を

要めに伝承されてきた。そのため６割の中学生生

徒は、同居する祖母や近隣に在住する祖母から食

生活についてなんらかの影響をうける可能性があ

ると考えられた。また、同じく中学校生徒の62％

は、祖先を祭る仏壇を有する家庭で生活している。

これは、他府県にはみられない独自な文化である。

沖縄の人々は、祖先を大切にしてきた歴史があ

る8)。沖縄の年中行事の約60％が祖霊に感謝して

その霊を祭る行事であった。古くから沖縄の食文

化は、仏事（祖霊祭）を中心に年中行事が営まれ

てきた。祖先が、子孫を守って下さると信じ祖霊

祭をアドバイスするお年寄りの存在は大きい。年

間をとおして行われる祖霊祭は、家族は、お年寄

りを行事を遂行するアドバイザーとして大切にし

てきた９１。

このような伝統的なあり方から推測すると祖母

の存在や仏壇の有無は、中学校生徒の郷土料理に

関する意識、行動に影響があると考えらえる。
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